
一般社団法人ラフレックス 倫理綱領と行動規範 

 

 

  一般社団法人ラフレックスは、社会的公正が十分に達成されていない現状を認識し、その是正に向

けて活動する。 

 

１． 倫理綱領 

（１）人権の尊重 

人権は、出自、人種、性別、年齢、身体的・精神的状況、宗教や文化的背景、社会的地位、経済

状況などに関わらず、すべての人間に生まれながらに付与される普遍的なものであり、いかなる

例外もなく尊重されなければならないものであると認識し、これを尊重する。 

（２）権利擁護 

現在、すべての人の人権が尊重されているわけではないという現実を認識する。このような状況

を、尊重されるべき権利が奪われている状態と捉え、誰もが当然に人権を尊重される社会を実現

することが権利擁護であると認識し、その実現に向けて活動する。 

（３）差別の是正 

差別はなくならず、現在も社会構造に深く根付いており、自身もその差別構造に加担しているこ

とを認める。その上で、差別をなくす努力をすることが、差別を是正するうえでの根本的な出発

点であり、不可欠な前提であると認識し、その努力を続ける。 

（４）社会正義 

すべての人の人権が尊重され、不当な扱いを受けない社会を、社会正義が達成された社会である

と認識し、その実現に向けて不断の努力を続ける。この継続的な努力こそが、社会正義の実現に

向けた基本的かつ不可欠な道であり、また、社会の正義をこれ以上後退させないためにも欠かせ

ない行動であると認識し、実践を続ける。 

（５）利用者への責務 

      移動、住居、就労など、本来すべての人に保障されるべき基本的な権利が、現状では十分

に満たされておらず、障害を理由に福祉サービスの利用を余儀なくされている状況があることを

認識する。私たちは、前述の倫理綱領の理念を実現するために行動規範を定め、日々の実践に反

映させていく。 

     

 

２．行動規範  

（１）人権の尊重 

①利用者の尊厳を守る為に、以下のような行動は行ってはならない。 

・プライバシーを尊重し、本人が話したくないことを無理に聞いたり、尋ねたりしてはならな

い。 

・本人の同意なく、第三者への情報の提供や、第三者からの情報取得を行ってはならない。 

・事前に十分な説明のない支援や、本人の自由な意思に基づく合意のない支援は行ってはなら

ない 

・利用者の面前であるか否かにかかわらず、利用者の言動を嘲笑するような言動をしてはなら



ない。 

・条件付けを行うなど、利用者に特定の行動や選択を強いるような支援をしてはならない。 

・利用者の属性（年齢、性別、障害の有無など）に関する先入観を持って、利用者の人格や能

力を判断してはならない。 

②利用者の人権を尊重するために、以下のような行動に努めなければいけない 

・利用者への支援は、個別支援計画に基づくことを原則とし、本人の自由意思による同意を必

ず得なければならない。 

・利用者への情報提供や支援において、利用者に応じて、最も分かりやすい言葉や方法を選択

し、提供しなければならない。 

・利用者の意思決定は、常に最大限尊重しなければならない。 

・利用者の意思決定は、十分な情報に基づいた自由な選択肢があり、かつ、その意思決定が尊

重される環境においてのみ、適切に行われる。そのため、職員は、日々の利用者との関わりに

おいて、これらの要素を意識し、その実現に努めなければならない。 

  （２）権利擁護 

・利用者の権利侵害の状態を把握するために、社会モデルおよび人権モデルの考え方を理解し、

支援に活かすことを意識しなければならない。      

・利用者の状況に応じて、必要かつ適切な合理的配慮を提供し、社会参加における障害となって

いる状況の解消に努めなめればならない 

・利用者が自らの権利を主張し、行使できるように、エンパワメントの概念や技術など、必要な

知識とスキルを習得することに努め、支援に活用することを意識しなければならない 

・利用者が法制度上の不利益を被ることがないよう、関連する法制度を正確に理解し、必要な申

請手続き、行政機関との交渉、または適切な専門機関への連携などを円滑に行えるように努めな

ければならない 

・法制度の不備などにより利用者の権利が十分に保障されない場合は、法制度の問題として安易

に諦めることなく、現状で可能な支援を検討し、必要に応じて制度の改善を関係機関に働きかけ

るなど、権利擁護のための行動を意識しなければならない 

  （３）差別の是正 

・利用者が置かれている状況を理解するために、社会構造上の差別について学ぶ努力をし、理解

することに努めなければならない  

・社会構造上の差別に加担しないよう、日々の言動を振り返り、利用者支援を行うことを意識し

なければならない 

・利用者または第三者から差別的な言動について指摘を受けた場合は、自身の意図の有無に関わ

らず、差別的な構造に加担しているかどうかを判断基準とし、改善すべき行動があれば、率直に

認め、改善に努めることを意識しなければならない 

・差別的な言動や差別と疑われる言動を認識した場合は、見て見ぬふりをせず、組織内のしかる

べき人物に相談するように努め、解決に向けて協力していかなければならない 

  （４）社会正義 

・利用者の置かれている状況が、社会の構造や政治状況と深く関わっていることを理解し、状況

の改善には、一人ひとりが主権者として権利を行使することが重要であることを認識し、行動す

ることを意識しなければならない 



・利用者が権利を獲得し、社会の中で平等に扱われるために、職員自身も、差別や権利侵害に遭

遇した場合は、決して黙認せず、声を上げることを意識しなければならない。 


